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Some Iiving dinofiagel1ate cysts col1ected from surface sediments in Omura Bay， West 
Kyushu， were incubated to clarify the cyst-theca relationship. One of them is identified 
as Multispinula quanta BRADFORD ex HARLAND & REID and the thecate forms germinated 

from the cyst are recognized as Protoperidinium conicum (GRAN) BALECH on the basis of 
the morphological characteristics of thecate cel1s. 
In M. quanta， we recognized two morphotypes， type A and type B. The former has 
a strongly convex epicyst with a smal1 and distinctive apicaI boss， and shows a broad bean 
shape in polar view with a shal10w ventraI sulcus. WhiIe， the Iatter type is heptagonal in 
equatoriaI view with an apicaI boss in Iike manner to type A， and was very rare in surface 
sediments of Omura Bay. The thecate forms germinated from these cysts of both types 
are c10sely simiIar to each other. These thecate forms germinated from type A cyst might 
be identified as the Pacific form in sense ABE. 
The thecate forms di妊erfrom the simiIar species， Protoperidinium leonis (PAVILLARD) 
BALECH， in the fol1owing points. 
1) The cingulum does not have any displacement. 
2) The sulcus reaches the center of the hypotheca. 
3) The outline between two antapicaI horns indicates a deep V -shape. 
4) The suture between the apicaI l' and 4' plates， and the precingular 6H and 7H 

plates is mostIy linear， and not zigzag. 

Key index wards: dinofl.agellate cyst; Multispinula quanta; Protoperidinium coni-
cum; incubation. 
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渦鞭毛藻の生活環を明らかにする上で， シスト

(cyst)の存在は無視することができない。近年， 一

部の種の生活環が培養実験により明らかにされてきて

いる (例えば VonSTOSCH 1973， PFIESTER 1975 

1976 1977，福代 1982b)。これらによると，主に水底

の表層堆積物中に発見されるシストは，有性生殖後に

形成されたものであり，比較的厚い細胞壁を有し，休
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眠状態にあって発芽能力を備えていると言える。なお

本論にいうシストは restingcystを示し.temporaly 

cystや peIIiclecystとは区別している。

これまでシストに関する研究は，海底堆積物中に発

見されるシストの形態の記載や，それに基づく分類を

中心に発展して来た。そしてその形態に基づき，滋泳

体とは別の独自の体系下で記載と分類が行なわれるよ

うになっている (REID 19741977， BRADFORD 1975 

1977， HARLAND 1977)。しかし最近ではその両体

系を統一しようとする試みもある (HARLAND1982)。

一方，シストを培養することにより，それに対応する
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務泳体を確認する研究は WALLや DALEをはじめと 色や，ノマルスキー式微分干渉顕微鏡を用いて行なつ

する研究者によって行なわれて来た(WALL and DALE た。

1966 1968a， b 1971， W ALL， GUlLLARD and DALE 

1967， W ALL， GUlLLARD， DALE， SWIFT and W ATABE 結果と考察

1970，福代・橘高・平野 1977，福代 1982a，MATSU・

OKA， KOBA Y ASHl and hZUKA 1982)。これらの研究

によって現在まで約30種のシストと激泳体との関係が

確認されたと同時に，シストと激泳体の形態が著しく

異っていることも明らかになった。それ放に従来古生

物学的観点で行なわれて来たシストの形態に関する研

究と務泳体の形態，生態に関する研究とを結びつける

ものとしてシストを培養し，泳ぎ出した個体からシス

トと瀞泳体との対応を確認することはプランクトンと

しての滋泳体を理解するためにも極めて重要である。

筆者らは長崎県大村湾の表層堆積物中に存在するシ

ストを分離し，これらの培養を試みた。その結果現在

までに21種についてシストと瀞泳体との対応関係を見

つけることができた。今回，Protoperidinium属の

Conicaグループに含まれる Protoperidiniumconi. 

cum (GRAN) BALECHにおいて二形態のシストを確

認したので，それぞれのシストと激泳体の形態につい

て報告する。なお，小論ではシストの分類体系に基づ

く学名に*印を付して示す。

材料と方法

1. シストの分離

1980年10月， 1981年3月及び6月に大村湾内の5地

点、で，投入式の小型コアサンプラーを用いて底泥を柱

状に採集した。そして，実験室に持ち帰った柱状試料

の表層から 2cmまでの泥を直ちに分取して，超音波

照射・節分画法(福代 1980)に従ってシストを抽出・

分離し，精製試料を得た。精製試料は培養に着手する

まで約 4・Cの冷蔵庫に保存した。

2. シストの培養と観察

精製試料中からシストを顕徴鋭下でキャピラリーピ

ベットを用いて 1個体づっ抽出した。そのシストを2

-3回ろ過海水で洗浄した後， SWII培養液 (IWASAKl

1961)が 1ml入ったヌンタ製24穴マルチディシュに

移した。シスト接種後は 20-24・C，40001uxで明12

時間，陪12時間の条件で培養を行ない，発芽の有無を

1日1回観察した。シストから発芽した激泳体の観察

には発芽後2ないし3日経過した個体を用いた。観察

した主な点は外形，鎧板配列様式，表面の模様等であ

った。観察には必要に応じてトリパンブルーによる染

発芽に要した日数は，個体によって差はあるが，い

ずれも一週間以内であった。以下にシストの形態及び

発芽個体の形態を述べる。

Protoperidinium conicum (GRAN) BALECH 1974 

[ホMultisPinulaquanta BRADFORD 1977 ex HAR-

LAND et REID 1980J 

1) シスト (Figs.1， 2， 9-11， 14， 15) 

Peridinium sp. (Cyst-form 6) W ALL 1965， p. 

308， text-figs. 17， 23. 

Cyst of Peridinium conicum (GRAN) OSTEN-

FELD et SCHMIDT， WALL and DALE 1968a， pp. 

273-274， pl. 2， figs. 4-5. 

事MultisPinulaquanta BRADFORD 1975， pp. 3067-

3070， figs. 5-7; REID 1977， pp. 448-449， pl. 3， 

figs. 30-33; HARLAND 1977， p. 106， pl. 3， fig. 

14， pl. 4， figs. 18-19; HARLAND and REID in 

HARLAND et al. 1980， p. 223. 

Protoperidinium (Protoperidinium) conicum 

(GRAN) BALECH; HARLAND 1982， pp. 384-385， 

text-fig. 19， pl. 39， figs. 1-3， pl. 42， figs. 1， 10. 

本種のシストは二形態確認された。それぞれを

Type A， Type B とする。

Type A: シストは淡茶褐色で，両極方向から押し

つぶされた円盤状を呈し，上面観は逆心臓形から精円

形をしている。細胞壁は一層よりなる。シスト表面に

は針状の先端をもっ赫が偽縫合線 (parasuture) の一

部に沿って分布している。シスト前部 (epicyst)の先

端には数本の練が分布して前角を示し，シスト後部

(hypocyst)では2ヶ所に練が密集して分布し 2本

の後角を反映している。訪宇泳体の縦務に相当する部分

は陥入しており，横溝に相当する位置には練が二列に

配列している。発芽孔 (archeopyle)はシスト前部の

背側にあり，丸味を帯びた六角形で，第2前挿間板

(2a)に対応している。培養に供したシストのほとん

どは，発芽前tこ赤色の油球を 3-5個有していた。

大きさ;左右径:54-臼 μm，背腹径:43-50μm， 

長さ:36-40μm，練の長さ:7-12μm。

Type B:このシストは TypeAほど両極方向に押

しつぶされていなL、。側方より観察すると七角形をし

ている。腹面観での外形は TypeA のような頂部の
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へこみがなL、。上面観ではほぼ楕円形をしている。そ

の他の形態は TypeA と同様であった。

大きさ;左右径:48-50 pm，背腹径:39-41μm， 

長さ:52 pm，練の長さ:9-12μm。

大村湾底泥中には二種類のシストが存在する。

W ALL and DALE (1968a)の報告したシストはその左

右径が 2B-52pmで， 図示されたシスト (plate2， 

figs. 4-5)の外形から判断すると TypeBのシスト

であろう。 REID(1977)及び HARLA""D(1977)が報

告したシストは上面観からのみ観察がなされており，

腹商観の外形を知ることができなし、。しかしそれら

の左右径の長さから判断すると TypeBのシストで

あろうと恩われる。 TypeBのシストは大村湾では多

産せず，観察したシストの大部分は両極方向から押し

つぶされた形態を持つ TypeA のシストであった。

W ALL and DALE (1968a)は P.conicumのシス

トに類似したシストとして，Peridinium nudum 

MEUNIER (=Protoperidinium nudum (MEU""IER) 

BALECH)のシストを報告している。 P.nudumのシ

ストは P.conicumよりも小型で(彼らの記載に具体

的な大きさは示されていなL、)，発芽孔の形が三角形

に近い台形であるとL、う特徴を有する。これに対して

P. conicumのシストの発芽孔は丸味を待びた六角形

である。大村湾の試料中には P.nudumのシストは

含まれていなかった。

2) 滋泳体(Figs.3-8， 12， 13) 

Peridinium divergens var. conica GRAN 1900， 

pp. 47-48. 

Peridinium conicum (GRAN) OSTENFELD et 

SCHMIDT， PAULSEN 1908， p. 58， fig. 74， 

LEBOUR 1925， p. 111， pl. XIX， figs. la-d， ABE 

1927 p. 406， figs. 24-25， WOOD 1954， p. 250， 

figs.146a-b， TAYLOR 1976， pp. 139-140， pl. 33， 

figs. 361-362， ABE 1981， pp. 371-374， figs. 55 

(375-381). 

Protoperidinium conicum (GRAN) BALECH 1974， 

p. 58. 

Type Aのシスト14個体， Type Bのシスト 3個体

をそれぞれ培養したところ，前者で9個体，後者でl

個体のシストが発芽した。 TypeBのシストから発芽

・した梯泳体は 1個体であったので，細部まで十分に観

察できなかった。しかし TypeAから発芽した滋泳

体との間に種を同定する上での後述するような形態的

な差は認められなかった。これらの激泳体の上殺は低

い円錐状で，下殻は上殻より高い円錐状である。腹面

観では細胞の外形が菱形をなす。下殻には2本の後角

が顕著であるが，その先端の後練はほとんど発達して

いない。 2本の後角の聞は深いV字形を示す。背腹方

向にわずかに扇平で，横構はほぼ体の中央部より始ま

り，腹域での両端の段差はほとんど認められなL、。縦

溝は体中央から後方に向ってやや広くなりかつ深く陥

入し.下殻の中央に達する。鏡板の表面には網目状の

模様がある。鎧板配列は PO，Px， 4'， 3a， 70， 3c， 5'ぺ
Op，2'川である。頂孔 (Po)はほぼ円形で，前頂孔板

(PX) は細長い長方形である。第1頂板 (1')は菱形

であるが，縦繕との接合部ではやや広くなる。第 1，7 

前帯板 (1ぺ70) は三角形で，他の前帯板より高くな
ることもある。後述するように個体間で 1'，4'， 60， 

70鎧板の接合様式に相違がある。第2前挿開板 (2a)

は極めて台形に近い六角形で，基本的にシストの発芽

孔の形と一致しているが，第2前挿間板の方がより台

形に近い点など細部で異なっている。後帯板はすべて

ほぼ同じ高さを示す。 2枚の底板は後帯板よりも高く，

ほぽ左右対称、である。

大きさ;細胞長:64-102 pm，幅:53-72 pm。

本種に最も類似する種は Protoperidiniumleonis 

(P A VILLARD) BALECHであるが，以下に記す形態的

特徴からそれと区別可能である。本種の横溝の段差は

ほとんどないが，P. leonisでは横溝の幅程度ずれる。

本種の2本の後角の聞は深いV字型を示し，縦溝は下

殻のほぼ中央部にまで達するが，P. leonisでは後角

の聞がアーチ型であり，縦溝は下殻中央まで達しない。

さらに，第1頂板と第4頂板間の縫合線と第6前帯板

と第7前帯板の縫合線が本種ではほぼ直線状であるの

に対して，P. leonぬでは顕著なジグザグ状を示す。

次に種内での変異について考察を加えるが， Type 

Bより得た湯泳体の観察例は少ないので，ここでは対

象とし得なかった。以下 TypeA より得た務泳体に

ついて論ずる。

ABE(1981)はPeridiniumconicum GRAN) =Proto・

peridinium conicum (GRAN) BALECH)の形態的な

差に注目して，二つの型 (Pacificformと Atlantic

form)を識別し，日本近海に出現する本種のほとんど

は Pacificformであろうと報告している。今回，左

右径が大きく，両極方向に押しつぶされた形態を持つ

Type Aシストから得た滋泳体はいずれも細胞幅が広

く，また前帯板も高く，これらは ABE(1981)の示す

Pacific formに属する個体であろうと思われた。しか

し頂板の 1'，4'及び前帯板の 60，70の鎧板の位置

関係が互いに若干異なる標本 (KOP-27，figs. 4， 5と
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KOP-8， fig. 12)も認められたc すなわち， KOP-8で

は l'とア聞の縫合線がどと V 間の縫合線と連絡

しているのに対し， KOP-27では両縫合線は互いに連

絡せず， l'と7"聞の縫合線が 4'と援する位置は

KOP-8の個体よりも上部にある。 これまでに記載さ

れた P.conicumの大部分は KOP-27のような縫合

線の特徴を持つが， KOP-8のように双方聞の縫合線

が連絡するような形態を持つ例は， ABE (1927， fig. 

24)が図示している。縫合線の位置関係が異なる例は，

Protoperidinium latissimum (KOFOID) BALECH に

も知られている (TA YLOR 1976)。また，福代他 (1977)

は Protoperidiniummi・nutum(KOFOID) BALECH 

において WALLand DALE (1968a)のシストとは異な

った形態のシストから滋泳体を発芽させ，その形態を

検討した結果，滋泳体も WALL and DALE (1968a)の

それと異なっているとし P. minutumには“大型

系"と“小型系"の二系統が含まれている可能性を指

摘している。これらの例は滋泳体を現在よりもさらに

細かし、形態上の差異で識別し得る可能性を示唆するが，

その一方で生理活性の遠いや環境要因の変化による個

体変異の可能性もある。また，特にシストからの発芳:

及び培養によって得られた滋泳体については人工環境

下における生長過程の差異も考慮すべきであろう。今

回観察した P.conicumにおける頂板 l'，どと商I，;廿

板 6"，7"の位置関係の違いは今のところ個体変異の

範囲に入るものと推察する。
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